
白
鳥
神
社
報 

第
三
十
八
号 

令
和
七
年
八
月
一
日 

 

宮
の
森 

発
行
元
・
白
鳥
神
社
総
代
会 

                

境
内
に
は
石
灯
篭
が
四
対
と
三
基
あ
る
。 

本
殿
の
前
に
一
対
、
本
殿
の
横
に
一
対
、
拝
殿
の
前
に
一
対
、
稲

荷
神
社
に
一
対
、
池
の
畔
に
一
基
、
手
水
場
の
横
に
一
基
、
戦
捷

紀
念
碑
前
に
一
基
。 

こ
の
内
で
一
番
古
い
の
が
本
殿
前
の
一
対
。 

江
戸
末
期
の
文
化
十
三
年
（

1816
）
に
、
白
鳥
の
原
酒
造
の
第
三

代
当
主
・
原
佐
次
郎
正
勝
氏
の
ご
寄
進
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。

以
来
、
明
治
の
大
火
に
も
負
け
ず
、
毅
然
と
し
て
二
百
余
年
の

風
月
に
耐
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
宮
の
森
第
21

号
（
令
和
元
年
十
二
月
号
）
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

二
番
目
に
古
い
の
が
拝
殿
前
の
西
側
に
立
つ
灯
篭
で
あ
る
。
灯

篭
に
は
昭
和
三
年
、
御
大
典
記
念
と
彫
ら
れ
、
大
正
時
代
が
終

わ
り
、
昭
和
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
記
念
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。

寄
進
者
は
、
白
鳥
三
日
会
と
し
、
以
下
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
瀬
上
準
三
、
野
崎
市
右
エ
門
、
荒
井
弥
造
、
正
者
栄
太
郎
、

正
者
元
右
衛
門
、
寺
田
吉
右

衛
門
、
三
輪
美
之
吉
、
森
下
岩

助
、
正
者
栄
吉
、
曽
我
悦
五

郎
、
石
工
・
正
者
光
五
郎
。 

以
上
十
一
名
の
方
々
は
全
員

明
治
生
ま
れ
で
、
親
戚
以
外

の
皆
様
は
ご
存
じ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
少
し
調
べ
て
み

ま
し
た
。 

白
鳥
三
日
会
と
は
前
記
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
頼
母
子
講
で

あ
っ
た
。
頼
母
子
講
で
集
ま

っ
た
お
金
で
、
戦
時
国
債
を

買
っ
た
様
で
す
。
戦
時
国
債

と
は
戦
争
を
始
め
る
に
資
金

が
要
る
為
に
、
宝
く
じ
の
よ

う
な
も
の
を
発
売
し
た
。
そ

れ
が
当
た
り
、
記
念
に
灯
篭
を
寄
贈
し
た
と
メ
ン
バ
ー
の
親
戚

の
方
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
の
ご
子
孫
は
、

瀬
上
準
三
氏
は
瀬
上
孝
男
宮
司
の
父
。
野
崎
市
右
エ
門
は
野
崎

左
衛
門
（
屋
号
は
サ
エ
モ
）
の
分
家
で
屋
号
は
作
衛
門
（
サ
ク
エ

モ
）
で
そ
の
子
供
が
野
崎
畳
店
で
あ
る
。
寺
田
吉
右
衛
門
氏
は

テ
ラ
キ
チ
商
店
（
寺
田
吉
幸
氏
の
祖
父
）。
森
下
岩
助
は→

省
一

→

昌
登
氏
と
続
き
、
屋
号
は
助
七
。
荒
井
弥
造
は→

幸
一→

庄

司
氏
と
続
き
中
日
の
荒
井
新
聞
店
。
正
者
英
吉
は
現
白
鳥
踊
り

保
存
会
の
英
雄
氏
の
祖
父
。
石
工
の
正
者
光
五
郎
は
正
者
英
吉

と
兄
弟
。
今
は
子
供
達
が
名
古
屋
で
石
屋
を
経
営
、
宮
森
の
野
々

村
か
じ
や
の
末
娘
す
み
子
さ
ん
が
そ
こ
に
嫁
い
で
い
る
。
又
、

正
者
元
右
衛
門
（
屋
号
は
庄
助
）
も
正
者
光
五
郎
と
兄
弟
で
あ

る
。
正
者
栄
太
郎
は
白
鳥
踊
り
保
存
会
の
幹
部
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
が
、
子
孫
は
白
鳥
を
離
れ
て
お
ら
れ
る
様
で
す
。
曽
我
悦

五
郎
は
三
共
家
具
の
源
六
の
兄
弟
で
は
な
い
か
？
源
六
の
子
が

源
一
氏
。（
以
上
で
す
が
、
取
材
に
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
） 

こ
の
白
鳥
三
日
会
は
昭
和
十
五
年
（

1940
）
に
も
本
殿
左
右
に
一

対
の
灯
篭
を
寄
進
し
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
は
皇
紀

2600
年
の
節

目
。
皇
紀

2600
年
と
は
日
本
の
初
代
天
皇
で
あ
る
、
神
武
天
皇
が

即
位
し
て

2600
年
目
の
事
で
あ
る
。
従
っ
て
今
年
は

2685
年
と
な
る
。

2600
年
に
は
国
を
挙
げ
て
天
皇
を
中
心
に
日
本
中
で
様
々
な
行

事
が
催
さ
れ
た
。
あ
と
十
五
年
た
つ
と

2700
年
と
な
る
。
時
代
が

大
き
く
変
わ
っ
た
今
、
如
何
な
る
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
る
か

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
天
皇
家
に
関
係
す
る
こ
と
で
、

神
社
に
も
深
く
関
わ
る
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
に
遠
い
先
の
話
で

は
な
く
。
頭
の
片
隅
に
置
い
て
お
い
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

  

五
月
三
日
、
稲
荷
神
社
の
例
祭
を
挙
行
。
二
年
ぶ
り
に
新
調

さ
れ
ま
し
た
百
五
本
の
真
紅
の
奉
納
幟
旗
が
薫
風
に
は
た
め
く

中
、
山
田
新
自
治
会
長
、
野
田

郡
上
市
議
会
議
員
、
野
々
村
農

事
組
合
長
、
曽
我
商
工
会
分
会

長
、
遠
藤
観
光
協
会
会
長
、
橋

場
交
通
安
全
協
会
支
部
長
、
正

者
白
鳥
踊
り
保
存
会
会
長
の
諸

氏
が
玉
櫛
を
奉
奠
。
白
鳥
町
内

各
発
展
会
長
さ
ん
、
神
社
総
代

含
め
て
、
三
十
四
人
が
出
席
。

護
国
豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
念

し
、
あ
わ
せ
て
白
鳥
春
祭
り
の

盛
況
を
念
じ
ま
し
た
。
好
天
の

下
、
瀬
上
宮
司
の
祝
詞
が
朗
々

と
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
白

鳥
春
祭
り
も
一
日
だ
け
で
し
た

が
白
鳥
駅
前
の
公
園
広
場
で
開

催
さ
れ
、
過
去
の
お
祭
り
の
写

真
等
が
展
示
さ
れ
、
か
つ
て
は

盛
大
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
懐

か
し
く
し
の
ば
れ
ま
し
た
。 

  

七
月
十
三
日 

白
鳥
神
社
と
秋
葉
神
社
の
境
内
掃
除
と
宮
の

森
内
の
下
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
通
り
、
真
夏
の
作
業

で
大
変
で
し
た
が
総
代
衆
の
頑
張
り
で
夏
姿
に
な
り
ま
し
た
。

何
故
こ
の
暑
い
時
期
に
や
る
の
か
と
言
う
事
は
宮
の
森
三
十
二

号
に
書
き
ま
し
た
が
、
夏
草
は
梅
雨
時
の
水
分
を
得
て
、
猛
烈

境
内
の
灯
篭 

稲
荷
神
社
例
祭 

下
草
刈
り
と
堆
肥
搬
出 



に

繁

茂

し

ま

す
。
す
る
と
周

辺
に
あ
る
天

然
記
念
物
の

欅
や
杉
の
育

ち
が
悪
く
な

る
と
言
う
の

が
一
つ
の
理

由
で
す
。
今
一
つ
は
夏
土
用
の
時
に
草
刈
、
土
い
じ
り
を
す
る

こ
と
を
忌
み
嫌
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
土
を
司
る
神
が

土
中
に
居
て
、
い
じ
る
と
怒
り
不
吉
な
こ
と
が
起
こ
る
と
信
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
土
用
は
七
月
の
十
九
日
か
ら
八

月
の
六
日
ま
で
で
す
。 

 

七
月
の
五
日
、
堆
肥
化
し
た
落
ち
葉
を
搬
出
し
ま
し
た
。
宮

掃
除
の
時
に
集
め
ら
れ
る
落
ち
葉
は
、
森
の
中
の
数
か
所
に
投

棄
し
て
、
一
部
は
堆
肥
化
し
て
お
り
ま
し
た
。
数
年
前
に
は
大

き
な
箱
を
作
り
、
小
糠
や
窒
素
な
ど
を
混
ぜ
て
、
堆
肥
化
を
試

み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
杉
の

落
ち
葉
な
ど
が
混
じ
り
、
純
粋
な

堆
肥
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

量
も
多
く
な
り
、
景
観
も
悪
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
、
瀬

上
建
設
の
農
業
部
門
で
あ
る

(

有)

Ｆ
Ｋ
農
産
の
瀬
上
恒
夫
氏

か
ら
引
き
取
っ
て
も
良
い
と
い

う
話
を
頂
き
、
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー
と

２
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
一
日

を
か
け
て
搬
出
し
、
跡
地
は
ス
ッ

キ
リ
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
元
肥
と
し
て
使
っ
て

み
る
と
言
う
事
で
す
。
美
味
し
い

お
米
の
出
来
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。 

 

  

四
月
十
三
日 

二
名
の
赤
ち
ゃ
ん
が
初
宮
詣
を
さ
れ
ま
し
た
。 

無
事
の
御
出
産
、
誕
生
を
神
に
報
告
し
、
こ
の
先
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

白
鳥
町
白
鳥 

曽
我
賢
太
・
真
理 

 

長
男 

伊
吹 

君 

白
鳥
町
越
佐 

林
健
太
郎
・
楓 

 
 

次
女 

柊
那 

ち
ゃ
ん 

前
途
の
幸
せ
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  

投
函
箱
に
は
遠
く
か
ら
来
ら
れ
た
人
が

投
函
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
秋
田
県
か
ら
の

方
は
、
句
の
中
か
ら
拝
察
す
る
と
、
旅
の
途

中
に
寄
ら
れ
た
様
で
す
。
又
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
女
性
は
、
俳
句
で
は
な
く
、
自
分

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
小
さ
な
ひ
ら
が

な
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
文
面
は

や
や
不
正
確
で
す
が
、
白
鳥
へ
働
き
に
来

て
お
ら
れ
る
方
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま

す
。
他
国
に
来
て
、
不
安
と
淋
し
さ
が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。 

仕
事
と
共
に
、
日
本
の
文
化
も
学
ば
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
俳
句
で
な
く
て
も
、
様
々
な
も
の
を
投
稿
下
さ
る
と

神
社
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
気
も
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
ん
ど

ん
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
宮
参
り 

今
日
も
元
気
な 

池
の
鯉
」・
・
・
・
田
中
ヒ
サ
子 

「
猛
暑
夏 

地
震
台
風 

神
祈
る
」・
・
・
・
・
ひ
だ
ま
り
ジ
ジ 

「
空
蝉
を 

こ
わ
さ
ぬ
よ
う
に 

手
の
ひ
ら
に
」・
・
田
中
幸
子 

「
宮
林 

誰
か
の
声
や 

淋
し
す
ぎ
」・
・
・
・
ひ
だ
ま
り
会
員 

「
久
下
田
か
ら 

今
は
白
鳥 

い
つ
帰
る
」・
藤
原
勇
次
郎
直
彦 

 

こ
の
方
の
住
所
は
秋
田
県
横
手
市
十
文
字
町
鍋
倉
と
記
し
て

あ
り
ま
し
た
。
久
下
田
（
く
げ
た
）
と
言
う
の
は
、
昔
、
栃
木
県

芳
賀
郡
に
属
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ベ
ト
ナ
ム
女
性
の
文
章
も
紹
介
し
ま
す
。 

「
こ
ん
に
ち
は 

私
は
グ
エ
ン 

ホ
ー
ン 

フ
ッ
ク
と
も
う
し

ま
す 

今
年
20

才
に
な
り
ま
し
た 

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
で
す 

は
じ
め
て
日
本
へ
行
き
ま
す 

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く 

お
ね

が
い
い
た
し
ま
す
」（
原
文
の
ま
ま
） 

「
若
き
娘
（
こ
）
が 

異
国
の
地
に
て 

初
詣
」・
・
・
寅
次
郎 

 
 8

／
1
・
・
・
宮
の
森
38
号
発
行 

8
／
3
・
・
・
宮
掃
除 

8
／
16
・
・
・
境
内
盆
踊
り 

8
／
17
・
・
・
拝
殿
踊
り 

8
／
18
・
・
・
例
祭
関
係
者
合
同
会
議
、
祭
り
ポ
ス
タ
ー
張
り 

9
／
1
・
・
・
例
祭
大
神
楽
稽
古
始
め 

9
／
7
・
・
・
宮
掃
除
、
幟
旗
建
て 

9
／
18
・
・
・
大
神
楽
稽
古
納
め 

9
／
19
・
・
・
例
祭
準
備 

9
／
20
・
・
・
秋
葉
神
社
例
祭
・
白
鳥
神
社
例
祭
試
楽 

9
／
21
・
・
・
白
鳥
神
社
例
祭
本
楽 

9
／
22
・
・
・
後
片
付
け
、
反
省
会
。
７
５
３
ポ
ス
タ
ー
張
り 

10
／
19
・
・
・
宮
掃
除 

11
／
3
・
・
・
初
宮
・
七
五
三 

神
事
。
総
代
会 

11
／
19
・
・
・
神
送
り 

11
／
23
・
・
・
新
嘗
祭
・
左
義
長
神
事 

12
／
21
・
・
・
新
年
準
備
作
業 

12
／
31
・
・
・
正
月
初
詣
準
備
・
徹
夜
態
勢
に
入
る 

 

一
、 

幕
・
提
灯
収
納
箱
・
・
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教 

様 

一
、 

本
殿
東
花
壇
造
成
花
植
え
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教 

様 

一
、 

宮
の
森
内
堆
肥
搬
出
・
・
・
・
・
・
・
・
瀬
上
恒
夫 

様 

 
 

 
 

 
 

手
伝
い
～
野
々
村
薫
・
日
置
範
寛
・
古
家
孝
一 

 

心
温
か
い
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

初
宮
参
り 

み
ん
な
の
俳
句
・
投
稿
・
そ
の
参 

令
和
七
年
八
月
か
ら
の
行
事
予
定 

御
寄
進
・
ご
奉
仕 

御
朱
印
受
付 

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５(

８
２)

４
３
８
７･

瀬
上
宮
司
ま
で 

（
文
責
・
瀬
木
） 


